
　本が好きで都内の出版社に勤務していた羽地さん（24）＝沖縄出身。
協力隊として、念願だった本の魅力を伝える活動をしたい－と、車
に本を積んで会場に運び販売する移動本屋さんを始めました。白老
には本屋さんがない、ということもありました。信条の「とりあえ
ず、やってみる！」で、えい、やぁ、と店開きしました。文庫名は
３年前の来町時に初めて食べ感激したマタタビから名付けました。
　「自分の好きな本、自分が本当にいいと思った本を勧めたい」と、
一冊一冊選んだ新刊、古本約３千冊の中から、会場の性質に合わせ
た100～200冊をその都度車で運び販売しています。イベントなどで
は、例えば子ども向けや歴史物、カルチャーなどと来場者に合わせ
品ぞろえしています。
　分野は多様で自然・人文・社会科学の専門書、小説、図鑑、絵本…と何でも。価格はネットの相場を参
考に付けています。「訪ねてくる方の興味・関心を聞くのも楽しく、そこからその人の栄養になる一冊を
薦めたいですね」と、会話を楽みながら“営業”しています。将来の希望は「町民の個人の記録を集めた
資料館的な場所にしたい」と笑顔で話していました。
　会場は基本、月～木曜はしらおい創造空間「蔵」、金・土曜はhaku（ハク）ホステル、日曜は駅北観
光インフォメーションセンターですが、軒下を借りた出張ですので「お店のできる空き家を探していま
す！」と呼び掛けています。
　出店予定はインスタ（http://www.instagram.com/matatabibunko_hon）で、出店の依頼や問い合わせ
はEメールmatatabibunko@gmail.comで。

　仙台藩白老元陣屋資料館は、ウポポイ開設に伴う受け入れ環境を整備するため、同資料館での活動を中
心に本町の歴史や文化を伝え、おもてなしの心をもったガイド人材育成に取り組んでいます。
　昨年、今年はボランティア解説団体や元陣屋資料館友の会などを対象に、道南方面、道東方面の陣屋跡
関連施設などを訪ねる研修会を行いました。
　参加者が学習を重ねてきたことから、成果発表を兼ねた報告会を次の日程で開きます。
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  道南・道東方面における陣屋跡視察研修調査「町民報告会」
期  日　10月１日㈯　14時～16時　　場  所　元陣屋資料館会議室　　定  員　20人（要事前申し込み）

この秋は下記の５講座を開講します。興味のある方はぜひ参加してください。
①第１回講座：９月11日㈰　10時～15時30分
　　「館長とまち歩き講座【飛生・社台編】」
　　　講師：仙台藩白老元陣屋資料館長　武永真さん
③第３回講座：11月13日㈰　13時30分～15時30分
　　「接遇マナーで好感度アップ」
　　　講師：マナー講師、フリーアナウンサー岡部祥子さん
⑤第５回講座：11月27日㈰　13時30分～15時30分
　　「博物館施設におけるガイドの楽しみ方」
　　　講師：元苫小牧駒澤大学教授　岡田路明さん

会　場　①は公用車に分乗し移動します。
　　　　②～⑤は元陣屋資料館会議室
参加費　①は200円（茶菓子・飲み物代、昼食代は別）
　　　　②～⑤は各200円（茶菓子・飲み物代）定　　員　①は10人　②～⑤は各20人　

申し込み　①②を９月５日から受け付け、定員になり次第締め切り。

②第２回講座：９月25日㈰　13時30分～15時30分
　　「そもそもボランティアって何」
　　　講師：北海道開拓の村館長　中島宏一さん
④第４回講座：11月20日(日)13時30分～15時30分
　　「顧客満足度を引き出すおもてなしとは」
　　　講師：北海道医療大学准教授　長谷川聡さん

町教委　地域人材育成・活用事業町教委　地域人材育成・活用事業

申し込み・問い合わせ先：元陣屋資料館　☎８５－２６６６

町内のＩＴ化を支援したい


